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の
体
裁
を
取
り
、
公
安
委
員
会
が
発

行
す
る
古
物
商
許
可
証
と
同
等
の
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
後
と
も
、
公
に
認
め

ら
れ
た
価
値
を
大
い
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
相
応
の
責
任
と
義
務
を
負

っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
国
土
交
通
省
と
折
衝
し
、

刀
剣
の
国
内
輸
送
は
メ
ン
バ
ー
ズ
カ

ー
ド
の
提
示
に
よ
り
、
宅
配
便
の
利

用
が
可
能
に
、
ま
た
空
港
で
の
搭
乗

　

来
る
五
月
十
七
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
第
二
十
五
回
通
常
総

会
と
組
合
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

同
日
は
午
前
十
時
よ
り
通
常
総
会
が
開
か
れ
、
次
の
各
議
題
が
審
議
さ

れ
ま
す
。

・
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告

・
平
成
二
十
三
年
度
決
算
報
告

・
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画

・
平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算

・
役
員
報
酬
の
件

・
経
費
の
賦
課
お
よ
び
微
収
に
関
す
る
件

・
平
成
二
十
四
年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
に
関
す
る
件

・
一
組
合
員
に
対
す
る
貸
し
付
け
、
ま
た
は
一
組
合
員
の
為
に
す
る
債
務

保
証
の
残
高
の
最
高
限
度
額
に
関
す
る
件

・
そ
の
他

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ぜ
ひ
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
欠
席

の
場
合
は
委
任
状
（
書
面
議
決
権
）
に
記
入
・
捺
印
の
上
、
事
務
局
宛
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
日
に
行
わ
れ
る
通
常
交
換
会
に
お
い
て
は
、
総
会
の
た
め
例

年
多
数
の
出
席
者
が
あ
り
、
一
年
を
通
し
て
最
も
活
発
な
取
引
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
奮
っ
て
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
理
事
長
時
代
の
平
成
八
年
五
月
二

日
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
よ
り

正
式
承
認
さ
れ
、
同
十
日
付
の
官
報

に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
業
者
証
や
標
識
を
同
業
の
人
々

の
使
用
に
便
利
な
よ
う
に
自
ら
制
作

し
、
こ
れ
が
公
的
に
認
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
従
来
の
業
界
に
は
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
も
組
合

員
証
を
兼
ね
る
と
と
も
に
、
従
業
者

証
は「
全
刀
商
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
」

　

当
組
合
は
今
年
で
創
立
二
十
五
周

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
各

組
合
員
の
事
業
に
と
っ
て
重
要
な
行

商
従
業
者
証（
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
）

と
営
業
所
標
識
の
制
定
経
緯
と
そ
の

意
義
を
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

組
合
で
は
か
ね
て
よ
り
警
察
庁
の

指
導
に
基
づ
き
、
独
自
の
行
商
従
業

者
証
と
営
業
所
標
識
の
制
作
承
認
を

申
請
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
故
荒
勢
英
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す
る
防
犯
等
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、

文
化
庁
や
教
育
委
員
会
の
刀
剣
行
政

に
も
最
大
の
協
力
を
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
組
合
員
全
員
が
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
し
、
繁
栄
し
、
業
界
の
社

会
的
地
位
向
上
を
図
っ
て
い
く
に

は
、
ま
ず
全
刀
商
が
公
に
恥
じ
な
い

刀
剣
界
を
目
指
す
先
頭
に
立
つ
ぐ
ら

い
の
気
概
が
必
要
で
し
ょ
う
。
組
合

員
は
紳
士
た
れ
、と
申
し
上
げ
た
い
。

　

現
在
の
組
合
員
百
九
十
六
名
に
対

し
、
行
商
従
業
者
証
の
承
認
当
時
は

百
五
十
一
名
に
す
ぎ
ず
、
近
年
入
会

さ
れ
た
方
の
中
に
は
詳
し
い
事
情
を

承
知
さ
れ
な
い
向
き
も
あ
る
か
も
し

れ
ず
、
実
現
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

役
員
・
関
係
者
の
方
々
を
想
起
し
つ

つ
、
あ
え
て
再
録
し
ま
し
た
。

�

（
清
水
儀
孝
）

手
続
き
が
簡
便
に
、
さ
ら
に
都
道
府

県
教
育
委
員
会
で
の
登
録
証
の
名
義

変
更
や
諸
手
続
き
を
円
滑
に
す
る
、

等
々
。
組
合
と
し
て
可
能
な
限
り
の

取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
（
交
渉
経
過
は

随
時
、
本
紙
で
報
告
し
ま
す
）。

　

そ
れ
に
は
、
所
管
の
警
察
庁
に
対

●
第
25
回
通
常
総
会
開
催
迫
る

行商従業者証

営業所標識
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財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
は
三
月
二
十
一
日
、
内
閣
総
理
大

臣
よ
り
認
定
書
が
交
付
さ
れ
、
四
月

一
日
に
設
立
登
記
を
完
了
、「
公
益

財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
」（
以
下
「
日
刀
保
」）
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
に
施
行
さ
れ
た
公
益

法
人
三
法
（
通
称
）
に
よ
り
、
各
界

で
認
定
取
得
に
か
か
わ
る
大
き
な
動

き
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
刀
保
も

そ
の
取
得
を
方
針
に
掲
げ
て
準
備
を

重
ね
、
そ
れ
が
実
現
し
た
も
の
。
こ

の
ほ
ど
『
刀
剣
界
』
編
集
委
員
会
で

は
そ
の
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

　

後
藤
安
孝
事
務
局
長
の
話
に
よ
る

と
、
定
款
は
じ
め
諸
規
則
・
規
程
の

膨
大
な
資
料
を
約
一
年
が
か
り
で
整

え
、
昨
年
九
月
三
十
日
、
公
益
財
団

法
人
へ
の
移
行
認
定
を
申
請
、
本
年

二
月
二
十
三
日
、
公
益
認
定
等
委
員

会
へ
内
閣
府
担
当
官
か
ら
の
諮
問
の

後
、「
認
定
基
準
に
適
合
す
る
と
認

め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
の
答
申

に
至
っ
た
そ
う
で
す
。
答
申
書
は
、

公
益
法
人
情
報
ウ
ェ
ブ
に
て
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
刀
保
の
公
益
認
定
に
つ
い
て

は
、
鑑
定
業
務
が
収
益
事
業
で
は
な

い
か
な
ど
、
そ
の
扱
い
を
心
配
す
る

声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
刀
剣
鑑
定
に

よ
る
真
贋
や
格
付
け
が
、
一
般
に
刀

剣
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
点

と
、
そ
の
収
益

分
を
公
益
事
業

支
出
に
充
当
し

て
い
く
点
な
ど

が
認
め
ら
れ
た

と
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
公
益
認

定
と
並
行
し

て
、
空
席
だ
っ

た
会
長
職
に
小

野
裕
氏
（
前
専

務
理
事
）
が
就

任
。
公
益
認
定

の
慶
事
に
つ
い

て
伺
っ
た
わ
れ

わ
れ
取
材
班
の

と
こ
ろ
へ
気
さ

く
に
同
席
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
野
新
会
長
は
、
新
し
い
日
刀
保

に
つ
い
て
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
運
営
に
は
公
明
性
・
公
共

性
を
取
り
入
れ
、
開
か
れ
た
協
会
を

目
指
し
て
い
る
。
古
き
良
き
伝
統
は

引
き
継
ぐ
が
、
新
し
い
法
人
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
て
運
営
す
る
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
」、
ま
た
、

「
協
力
団
体
と
な
る
支
部
に
も
、
公

益
性
あ
る
事
業
に
は
支
援
を
し
て
い

く
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
随

時
、
日
刀
保
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

公
益
認
定
に
伴
っ
て
旧
日
刀
保
は

今
年
四
月
一
日
に
解
散
登
記
を
し
、

同
日
、
新
し
い
日
刀
保
を
設
立
登
記

し
た
そ
う
で
す
。こ
れ
は
文
字
通
り
、

組
織
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
大
局
的
に
見

て
、
わ
れ
わ
れ
の
刀
剣
業
界
に
と
っ

て
大
変
め
で
た
い
環
境
が
整
い
ま
し

た
。新
公
益
法
人
は
三
年
内
ご
と
に
、

そ
の
目
的
に
則
し
た
活
動
を
し
て
い

る
か
、
的
確
に
会
計
処
理
は
行
わ
れ

て
い
る
か
等
、
厳
し
い
立
入
検
査
が

続
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
伝
統
あ
る
、
新
し
い
組
織
に

期
待
し
な
が
ら
、
全
刀
商
も
フ
ァ
ン

層
の
拡
充
と
、
公
明
性
あ
る
業
界
の

発
展
に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
う
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

文
末
と
な
り
ま
し
た
が
、
取
材
に

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
小
野
会
長
と
後

藤
事
務
局
長
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。�

（
伊
波
賢
一
）

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
、

公
益
財
団
法
人
に
認
定
さ
る

右から後藤事務局長、小野会長、編集委員４名（伊波・清水・服部・嶋田）

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保

存
協
会
は
、
四
月
一
日
よ
り
刀
剣
類

の
審
査
料
金
を
改
定
し
ま
し
た
。

　

改
正
の
要
旨
は
、

①
刀
装
具
の
集
合
体
で
あ
る
刀
装
の

審
査
負
担
の
考
慮

②
終
了
か
ら
三
十
年
経
過
し
た
旧
認

定
制
度
（
特
別
貴
重
・
甲
種
特
別

貴
重
）
の
各
便
宜
を
廃
止

③
申
請
の
公
益
性

④
事
務
処
理
の
簡
便
化

　

で
あ
り
、
主
な
内
容
は
以
下
の
通

り
で
す
。

・
刀
装
審
査
料
と
刀
剣
審
査
料
を
同

額
に
変
更

・
旧
認
定
書
付
帯
に
よ
る
保
存
・
特

別
保
存
申
請
の
割
引
お
よ
び
受
付

廃
止

・
特
別
保
存
の
値
下
げ
、
お
よ
び
同

時
申
請
、
同
時
合
格
の
割
引

・
重
要
申
請
は
、
特
別
保
存
物
件
に

限
る

・
重
要
・
特
別
重
要
の
合
格
審
査
料

の
値
上
げ

・
内
税
方
式
導
入
に
よ
り
千
円
単
位

の
審
査
料
設
定

・
全
審
査
が
会
員
・
非
会
員
と
も
申

請
可
能
（
料
金
区
別
あ
り
）

　

具
体
的
に
は
、
会
員
が
刀
剣
審
査

で
合
格
し
た
場
合
、
重
要
や
特
別
重

要
は
料
金
が
上
が
る
一
方
、
特
別
保

存
の
み
申
請
は
一
万
六
千
四
百
五
十

円
、
保
存
・
特
別
保
存
同
時
申
請
は

二
万
六
百
円
、
そ
れ
ぞ
れ
値
下
げ
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
内
税
と
し
た
申
請

料
金
は
、
消
費
税
率
が
上
昇
し
て
も

当
分
は
現
状
維
持
と
し
、
利
便
性
を

図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
重
要
申
請
に
は
特
別
保

存
の
合
格
が
前
提
と
な
り
、
刀
装
具

に
関
し
て
は
六
月
の
審
査
を
経
な
い

と
申
請
で
き
な
く
な
る
た
め
、
制
度

移
行
本
年
に
限
り
、
七
月
に
重
要
申

請
を
前
提
と
し
た
刀
装
具
の
特
別
保

存
受
付
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
刀
装
具
の
七
月
審
査
は
、

全
刀
商
よ
り
申
し
入
れ
た
要
望
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
実
現
し
た
も

の
で
す
。�

（
伊
波
賢
一
）

取扱種別
料　　金

合　格 不合格・現状

保　　存

刀　剣
会　員 25,000円 10,000円
非会員 27,000円 12,000円

刀　装
会　員 25,000円 10,000円
非会員 27,000円 12,000円

刀装具
会　員 17,000円 7,000円
非会員 19,000円 9,000円

特別保存

刀　剣

保　存　付／会　員 35,000円 10,000円
保　存　付／非会員 37,000円 12,000円
同時申請／会　員 30,000円 10,000円
同時申請／非会員 32,000円 12,000円

刀　装

保　存　付／会　員 35,000円 10,000円
保　存　付／非会員 37,000円 12,000円
同時申請／会　員 30,000円 10,000円
同時申請／非会員 32,000円 12,000円

刀装具

保　存　付／会　員 30,000円 7,000円
保　存　付／非会員 32,000円 9,000円
同時申請／会　員 27,000円 7,000円
同時申請／非会員 29,000円 9,000円

重　　要

刀　剣
会　員 220,000円 21,000円
非会員 240,000円 41,000円

刀　装
会　員 220,000円 21,000円
非会員 240,000円 41,000円

刀装具
会　員 120,000円 15,000円
非会員 140,000円 35,000円

特別重要

刀　剣
会　員 340,000円 31,000円
非会員 360,000円 51,000円

刀　装
会　員 340,000円 31,000円
非会員 360,000円 51,000円

刀装具
会　員 240,000円 21,000円
非会員 260,000円 41,000円

審 査 料 金 表
平成24年4月1日改正 日

刀
保
で
審
査
料
金
を
改
定
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刀
剣
業
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
風
が

吹
い
て
く
る
。
そ
し
て
ま
た
、
多
種

多
様
な
潮
の
流
れ
も
あ
る
。
そ
の
風

向
き
や
潮
の
満
ち
干
を
見
極
め
る
の

は
大
変
に
困
難
な
こ
と
で
、
政
府
や

日
銀
で
さ
え
経
済
見
通
し
は
ま
ま
な

ら
ず
、
評
論
家
や
ア
ナ
リ
ス
ト
た
ち

さ
え
も
一
カ
月
先
ま
で
の
景
気
観
測

に
は
各
人
に
よ
っ
て
大
き
な
バ
ラ
つ

き
が
あ
る
。

　

わ
が
業
界
も
日
本
経
済
、
ひ
い
て

は
世
界
経
済
の
情
勢
に
無
関
係
で
は

い
ら
れ
な
い
が
、
毎
日
の
新
聞
等
の

報
道
に
一
喜
一
憂
す
る
ほ
ど
の
相
場

変
動
は
な
い
。
し
か
し
、
報
道
の
内

容
に
よ
っ
て
刀
剣
や
鐔
小
道
具
の
愛

好
家
の
マ
イ
ン
ド
に
深
く
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

｢

失
わ
れ
た
十
年
」
と
も
言
わ
れ

て
い
る
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
元
年
の
平

成
三
年
以
降
、
平
成
十
九
年
末
ま
で

の
お
よ
そ
十
六
年
間
は
強
弱
の
風
が

吹
き
、
潮
の
勢
い
を
荒
ら
め
た
時
期

も
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
刀
剣
業
界

は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
顧
客
の

購
買
意
欲
に
も
別
段
の
陰
り
は
見
当

た
ら
ず
、
従
っ
て
お
お
む
ね
順
風
で

あ
っ
た
と
言
い
得
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
業
界
と
一
口
で
言
っ

て
も
個
々
の
事
情
や
業
態
な
ど
に
は

差
異
が
あ
り
、
十
六
年
間
を
一
概
に

語
る
に
は
あ
ま
り
に
粗
雑
に
過
ぎ
る

が
、
顧
客
と
対
面
販
売
・
仕
入
れ
す

る
刀
剣
店
な
ど
の
売
り
上
げ
動
向
が

全
体
の
景
況
感
を
推
し
量
る
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
き
く

見
て
平
穏
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
が

で
き
る
。

　

風
向
き
が
一
気
に
変
わ
り
、
ま
さ

に
潮
の
流
れ
が
逆
流
す
る
か
の
よ
う

な
異
変
が
起
こ
っ
た
の
が
平
成
十
九

年
十
二
月
、
ア
メ
リ
カ
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す
る
経
済
不
況

で
あ
る
。
そ
れ
は
や
が
て
欧
州
ユ
ー

ロ
圏
諸
国
の
債
務
問
題
に
ま
で
波
及

し
、
世
界
経
済
は
か
つ
て
見
な
い
ほ

ど
の
深
刻
な
状
況
に
陥
り
、
わ
が
業

界
の
顧
客
の
心
胆
を
寒
か
ら
し
め
た

の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
出
来
事
が
先
の
東
日
本
一
帯
を

襲
っ
た
地
震
と
大
津
波
、
そ
れ
に
伴

う
原
発
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
未
曽

有
の
大
災
害
は
、
被
災
地
に
壊
滅
的

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
の
み
で
な

く
、
当
事
者
以
外
に
も
多
方
面
に
わ

た
っ
て
人
の
心
や
経
済
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
殊
に
刀
剣
愛
好
家
に
は
優

し
い
人
が
多
く
、
被
災
地
の
悲
し
み

に
対
し
て
、
趣
味
に
興
じ
て
い
る
場

合
で
は
な
い
と
い
う
心
理
が
働
く
の

で
あ
ろ
う
、
購
入
す
る
側
に
、
買
い

控
え
現
象
が
生
じ
て
販
売
規
模
が
縮

小
し
、
市
場
に
出
回
る
商
品
に
対
し

て
指
し
値
が
下
が
る
、
い
わ
ゆ
る
デ

フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
様
相
が
色
濃
く

業
界
に
蔓
延
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
大
震
災
か
ら
一
年
が
経

過
し
た
こ
の
三
月
後
半
か
ら
四
月
に

か
け
て
、
世
界
や
日
本
経
済
の
諸
情

勢
の
改
善
に
伴
い
、
わ
が
業
界
に
も

わ
ず
か
な
が
ら
追
い
風
の
曙
光
が
感

じ
ら
れ
、
底
を
脱
し
た
か
の
気
配
が

市
場
に
は
流
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
欄
の
趣
旨
は
、
世
界
や

日
本
経
済
に
言
及
す
る
な
ど
の
大
そ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
狭
い
業

界
に
吹
く
風
と
、
底
流
の
動
き
を
観

測
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
景
気
予

測
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
今
日

の
よ
う
な
閉
塞
感
充
満
の
中
で
風
向

き
は
絶
え
ず
変
化
し
、
ま
し
て
や
人

心
に
よ
っ
て
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る

商
況
判
断
は
困
難
を
極
め
る
。

　

と
こ
ろ
が
幸
い
な
こ
と
に
、
業
界

に
長
く
い
る
と
、
風
に
「
記
憶
」
が

生
ま
れ
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
風
が
吹
い
て
も
、
そ
の
風

は
か
つ
て
吹
い
た
こ
と
の
な
い
方
向

か
ら
は
や
っ
て
こ
な
い
。
必
ず
東
西

南
北
等
の
八
方
位
も
し
く
は
十
六
方

位
か
ら
で
あ
る
。

　

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
言
葉
を
使

っ
た
が
、
そ
れ
は
気
圧
計
の
こ
と
で

あ
る
。風
向
計
は
ア
ネ
モ
ス
コ
ー
プ
、

風
速
計
は
ア
ネ
モ
メ
ー
タ
ー
。
こ
の

よ
う
な
計
器
を
景
気
（
！
）
判
定
す

る
た
と
え
に
使
っ
た
の
は
先
人
の
知

恵
で
あ
る
が
、
計
器
は
正
確
に
方
位

や
風
速
を
示
す
が
記
憶
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
れ
に
引
き
換
え
、
人

間
は
記
憶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
肌

に
感
じ
る
風
は
何
年
か
何
十
年
か
前

に
吹
い
た
風
で
あ
る
。
そ
の
風
の
記

憶
を
た
ど
れ
ば
、
風
の
指
す
方
向
も

か
す
か
に
わ
か
る
。
先
の
こ
と
ま
で

は
わ
か
ら
な
い
ま
で
も
、
数
カ
月
の

風
向
き
は
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
欄
は
連
載
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
は
五
月
初
旬
に
発
行
さ

れ
、
次
号
は
七
月
十
五
日
の
予
定
で

あ
る
。
従
っ
て
、
今
回
は
五
月
半
ば

か
ら
七
月
半
ば
ま
で
の
二
カ
月
間
の

風
向
き
を
、
過
去
の
記
憶
と
現
在
の

状
況
を
重
ね
合
わ
せ
て
観
測
す
れ
ば

よ
い
わ
け
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
で

多
く
を
書
け
な
い
が
、
こ
の
二
カ
月

間
に
限
り
、
風
向
き
は
お
お
む
ね
良

好
で
風
速
も
緩
や
か
で
あ
る
と
予
測

さ
れ
る
。

　

次
号
か
ら
は
差
し
障
り
の
な
い
程

度
で
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
、
景
況

判
断
の
一
助
と
な
る
よ
う
本
欄
を
機

能
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
客
観
性
が

保
た
れ
る
か
心
も
と
な
い
。
読
者
諸

賢
の
切
な
る
理
解
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。

営業時間　午前10時～午後６時
定　休　日　水曜・土曜（日曜営業中）
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日
本
刀
の
関
係
者
、
殊
に
作
刀
や

和
鉄
製
造
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
、

俵
国
一
博
士
の
名
は
格
別
に
重
い
。

そ
れ
は
一
に
大
著
『
日
本
刀
の
科
学

的
研
究
』
を
も
っ
て
で
あ
る
。

　

同
書
は
昭
和
二
十
八
年
の
出
版

で
、
五
十
七
年
に
は
復
刻
も
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
内
容
の
一
部
は
旧

版
『
日
本
刀
講
座
』（
九
年
）
や
同

再
編
集
版
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

俵
博
士
は
日
本
刀
の
専
門
家
で
は

な
い
。
鉄
鋼
冶
金
学
の
泰
斗
で
あ
っ

て
、
東
京
帝
大
教
授
、
同
工
学
部
長
、

日
本
鉱
業
会
会
長
な
ど
を
務
め
、
昭

和
二
十
一
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章

し
て
い
る
。

　

そ
の
博
士
が
、
な
ぜ
日
本
刀
の
研

究
に
取
り
組
ん
だ
の
か
―
。
博
士
は

明
治
三
十
一
、二
年
ご
ろ
、
中
国
地

方
の
砂
鉄
製
錬
業
現
場
を
踏
査
し
、

そ
の
詳
細
な
記
録
を
後
に
『
古
来
の

砂
鉄
製
錬
法
―
た
た
ら
吹
製
鉄
法
』

に
著
し
た
。
今
、
記
録
を
集
め
て
お

か
な
い
と
、
わ
が
国
独
特
の
製
鉄
技

術
は
消
え
て
し
ま
う
、
そ
れ
で
は
日

本
刀
の
よ
う
な
原
料
も
知
り
得
な
く

な
っ
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
、
製
鉄

技
術
の
学
を
修
め
た
者
の
務
め
と
し

て
こ
れ
を
行
う
の
だ
、
と
。
た
た
ら

研
究
に
向
か
っ
た
二
十
歳
代
半
ば
の

熱
い
思
い
が
、
ド
イ
ツ
留
学
を
挟
ん

で
、
日
本
刀
に
た
ど
り
着
く
。

　
「
ど
う
も
日
本
刀
は
、
日
本
人
に

は
何
と
な
く
違
っ
た
感
じ
の
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
進
歩
し
た

学
術
上
の
手
段
で
そ
の
記
録
を
取
っ

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
、
ど
う
し
て

も
そ
う
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
よ
う
な

気
が
致
し
ま
し
た
。
な
お
そ
の
上
に

日
本
刀
製
作
に
関
す
る
進
歩
改
良
を

図
り
ま
し
た
り
…
…
」

　

日
本
刀
の
科
学
的
研
究
は
明
治

三
十
年
代
の
末
に
始
ま
り
、
大
正
六

年
か
ら
本
格
化
す
る
。
翌
年
、
笠
間

一
貫
齋
繁
継
設
計
の
日
本
刀
製
作
場

が
工
学
部
構
内
に
完
成
、
笠
間
の
協

力
も
あ
っ
て
、
研
究
に
拍
車
が
か
か

る
。
が
、
十
三
年
十
月
を
も
っ
て
終

止
符
が
打
た
れ
る
。
既
に
博
士
の
役

割
は
一
研
究
者
の
そ
れ
を
は
る
か
に

超
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　
「（
日
本
刀
の
科
学
的
研
究
の
）
目

的
は
二
つ
あ
っ
て
、
そ
の
一
つ
は
、

日
本
刀
の
形
状
・
特
色
を
調
べ
、
殊

に
刀
身
上
に
現
れ
る
種
々
の
模
様
を

科
学
的
に
調
査
し
て
、
そ
の
由
来
す

る
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
第

二
段
と
し
て
は
、
そ
の
結
果
を
実
際

に
製
造
法
に
応
用
し
て
刀
匠
に
試
作

し
て
も
ら
い
、
各
伝
に
見
ら
れ
る
特

徴
を
得
る
こ
と
。
研
究
の
成
果
と
し

て
、
ほ
ぼ
第
一
の
目
的
は
遂
げ
た

が
、
こ
れ
を
応
用
す
る
こ
と
に
は
手

が
つ
か
ず
、
実
用
を
伴
わ
ぬ
結
果
に

終
わ
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
」

　

膨
大
な
研
究
を
経
て
、
俵
博
士
は

箴し
ん
げ
ん言
を
残
し
て
い
る
。「
日
本
刀
の

世
界
に
冠
た
る
所ゆ

え
ん以
は
、
技
術
に
あ

ら
ず
、
技
工
に
あ
ら
ず
、
刀
工
の
人

格
に
あ
り
」。
こ
れ
は
、
科
学
者
で

あ
り
な
が
ら
、
究
め
よ
う
と
し
て
究

め
尽
く
せ
な
い
日
本
刀
の
深
さ
を
率

直
に
認
め
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
比
類

の
な
い
価
値
が
あ
る
の
だ
、
と
語
り

か
け
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
所
持

す
る
者
も
、
鑑
賞
す
る
者
も
、
銘
す

べ
き
言
葉
で
あ
ろ
う
。�

（
Ｔ
）

俵
国
一
博
士
の
言
葉
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に
見
せ
て
い
る
竜
の
レ
リ
ー
フ
は
、

ア
ッ
プ
リ
ケ
構
造
と
で
も
言
う
の
だ

ろ
う
か
。
実
は
同
作
者
に
よ
っ
て
別

に
作
ら
れ
た
も
の
が
張
り
付
い
て
い

る
。
今
も
っ
て
わ
か
ら
な
い
の
は
、

着
け
た
カ
ラ
ク
リ
が
兜
の
裏
に
は
な

く
、
ど
う
接
着
し
た
か
だ
。
こ
の
兜

は
単
体
で
は
な
く
、
皆
具
の
具
足
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
初
期
に
、
東
急
線
の
若
者
や

　

前
後
に
長
く
感
じ
る
形
状
、
天
辺

近
く
が
く
び
れ
る
形
状
、
一
枚
の
鉄

板
か
ら
こ
の
形
を
造
形
す
る
の
に
ど

れ
ほ
ど
の
技
術
を
要
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
、
雲
の
形
の
打
ち
出
し

を
設
け
た
眉
庇
、
流
線
形
と
も
言
え

る
特
異
な
形
状
の
𩊱

し
こ
ろ

、
天
辺
の
金
具

な
ど
が
付
く
。

　

こ
の
𩊱
と
同
じ
後
ろ
下
方
向
に
た

な
び
く
よ
う
な
意
匠
の
袖
が
、
寛
文

年
紀
の
あ
る
雲
海
光
尚
の
作
群
の
中

に
あ
り
、
雲
海
派
の
作
の
兜
か
と
容

易
に
連
想
で
き
る
。

　

し
か
し
、
技
巧
的
な
眉
庇
の
打
ち

出
し
は
そ
の
後
の
時
代
の
加
賀
の
具

足
を
担
う
小
嶋
派
の
作
に
よ
る
も
の

か
と
も
考
え
ら
れ
、
無
銘
な
の
が
惜

し
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
打
ち
出
し
た
よ
う

女
性
に
人
気
の
街
で
営
業
さ
れ
て
い

た
同
業
者
の
某
氏
よ
り
い
た
だ
い
た

後
、
川
崎
市
の
愛
好
家
に
持
っ
て
も

ら
う
。

　

そ
の
と
き
、
既
に
猪
山
成
之
の
所

有
者
名
の
あ
る
槍
標
が
共
に
あ
っ
た

が
、
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
。
そ
の

愛
好
家
が
下
取
り
に
出
さ
れ
た
の
で

再
び
当
店
に
戻
り
、
二
〇
〇
四
年
の

大
刀
剣
市
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
関
西

私
が
出
会
っ
た
珍
品

鉄
錆
地
一
枚
張
り
兜
と

鉄
錆
地
二
枚
胴
具
足

の
愛
好
家
が
気
づ
く
。「
綱
取
さ
ん
、

猪
山
成
之
を
知
ら
な
い
の
？
」
と
。

　

聞
け
ば
加
賀
藩
御
算
用
方
の
家
系

で
、
岩
波
新
書
か
ら
茨
城
大
准
教
授

磯
田
道
史
氏
が
『
武
士
の
家
計
簿
』

を
出
版
し
て
お
り
、
そ
の
舞
台
が
猪

山
家
だ
と
い
う
。

　

時
、
既
に
遅
い
。
プ
ラ
イ
ス
カ
ー

ド
に
超
良
心
的
す
ぎ
る
価
格
を
さ
ら

し
て
い
る
。「
ギ
ャ
ー
ッ
、
著
名
所

有
者
を
見
逃
し
、
俺
は
二
度
も
儲
け

損
な
っ
た
の
か
」
…
…
な
ど
と
声
に

出
し
て
嘆
い
て
い
る
場
合
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
安
さ
な
ら
欲
し
い
と
い

う
方
が
、
教
え
て
く
れ
た
関
西
の
数

寄
者
さ
ん
以
外
に
も
出
て
き
て
し
ま

っ
た
の
だ
。

　

結
果
、
く
じ
引
き
を
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
、
教
え
て
く
れ
た
関
西

の
愛
好
家
に
涙
を
飲
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
後
味
の
悪
い
結
果
と
な
っ

た
。
一
方
で
、
ゲ
ッ
ト
し
た
の
は
箱

根
仙
石
原
で
甲
冑
の
小
さ
な
博
物
館

を
営
む
初
老
の
紳
士
。

　

運
命
と
は
細
い
糸
を
手
繰
る
よ
う

な
も
の
な
の
か
。
下
取
り
に
出
し
て

い
た
だ
い
た
川
崎
市
の
愛
好
家
の
南

相
馬
市
右
田
の
実
家
が
昨
年
、
震
災

と
津
波
に
襲
わ
れ
、
か
え
す
が
え
す

も
気
の
毒
に
親
族
や
家
財
を
失
う
。

　

運
命
を
共
に
し
な
か
っ
た
こ
の
具

足
は「
箱
根
も
の
の
ふ
の
里
美
術
館
」

と
い
う
湯
け
む
り
近
く
の
場
所
で
静

か
に
そ
の
余
生
を
送
っ
て
い
る
。
こ

の
春
に
は
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
の

当
世
具
足
展
に
友
情
出
張
し
、
現
在

の
猪
山
家
の
人
々
と
も
再
会
を
果
た

し
た
。
金
沢
へ
の
里
帰
り
展
も
構
想

に
入
っ
た
。

　

箱
根
の
館
長
も
今
は
代
が
変
わ

り
、
三
代
目
は
女
性
館

長
、
小
嶋
里
美
さ
ん
と

い
う
方
。
そ
う
、
こ
れ

も
縁
な
の
か
、
こ
の
兜

の
製
作
者
と
も
鑑
定
で

き
る
小
嶋
宗
直
派
と
同

じ
名
字
と
は
…
…
こ
じ

つ
け
す
ぎ
か
。

　

具
足
君
よ
、
ど
ん
な

に
儲
け
損
な
っ
て
も
、
俺
は
こ
れ
で

良
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
た
い
。
く
じ

引
き
で
ず
っ
こ
け
た
関
西
の
数
寄
者

さ
ん
も
、
機
嫌
良
く
職
場
に
来
て
く

れ
る
。
救
い
だ
よ
な
。
湿
生
植
物
園

の
隣
で
、
美
形
の
館
長
さ
ん
の
元
で

余
生
を
送
る
お
前
が
俺
に
は
う
ら
や

ま
し
い
よ
。�

（
綱
取
譲
一
）

組合こよみ （平成24年３月～４月）

3月8日

3月16日
3月17日

4月5日

4月16日

4月17日

4月17日

4月17日

『刀剣界』第４号編集委員会を開催。出席者、深海理事長・齋
藤常務理事・綱取理事・服部理事・持田監事・土子民夫
『刀剣界』第４号を発送
東京美術倶楽部にて組合交換会を開催。参加60名。出来高
23,649,000円
『刀剣界』取材のため公益財団法人日本美術刀剣保存協会を訪
問。清水専務理事・伊波常務理事・嶋田理事・服部理事
平成23年度の会計監査を実施。赤荻監事・持田監事。立ち会
い清水専務理事・服部理事
東京美術倶楽部にて組合交換会を開催。参加63名。出来高
43,723,000円
東京美術倶楽部にて理事会を開催。出席者、深海理事長・猿
田副理事長・土肥副理事長・川島副理事長・清水専務理事・
齋藤常務理事・青木理事・朝倉理事・飯田理事・嶋田理事・
新堀理事・髙橋理事・綱取理事・服部理事・冥賀理事・吉井
理事。橋本健一郎・村上和比子両名の組合入会を承認
『全刀商』編集委員会を開催。出席者、深海理事長・清水専務
理事・嶋田理事・綱取理事・服部理事・冥賀理事・持田監事・
飯田慶雄・大平将広・齋藤隆久・藤岡弘之・松本義行・宮澤琢・
土子民夫

　

刀
剣
交
換
会
は
、
都
内
だ
け
を
見

て
も
月
に
十
カ
所
以
上
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
日
お
き
に
市
が
立
つ

と
い
う
わ
け
で
す　

　

当
組
合
主
催
の
会
の
よ
う
な
法
人

が
主
催
す
る
も
の
の
ほ
か
、
出
席
者

全
員
が
一
定
の
資
金
を
拠
出
し
て
開

催
す
る
共
同
会
、
個
人
が
主
催
す
る

個
人
会
、
個
人
会
と
共
同
会
の
中
間

の
形
態
で
数
人
の
複
数
会
主
が
運
営

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
交
換
会
も
、
売
主
に
は

当
日
全
額
払
い
す
る
方
式
が
定
着
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
以
前
は
三
カ
月

分
割
払
い
が
結
構
あ
り
ま
し
た
が
、

な
る
も
の
も
現
れ
ま
し
た
。
新
し
い

も
の
好
き
の
関
西
の
交
換
会
で
も
ま

だ
採
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す

が
、
東
京
で
は
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
極
端
に
言
う
と
、
売
り
主

が
交
換
会
で
売
却
し
た
瞬
間
に
、
手

数
料
を
引
い
た
売
却
代
金
が
売
り
主

の
銀
行
口
座
に
振
込
入
金
さ
れ
る
仕

組
み
で
す
。
帳
場
の
Ｐ
Ｃ
端
末
の
操

作
で
処
理
す
る
わ
け
で
す
が
、
会
主

の
口
座
が
ネ
ッ
ト
と
接
続
さ
れ
て
い

る
の
で
即
入
金
と
な
る
の
で
す
。
ま

る
で
交
換
会
会
場
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
あ
る

よ
う
な
感
覚
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
安
全
・
迅
速
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
い
う
こ
と
で
、

当
組
合
を
は
じ
め
と
し
て
各
交
換
会

で
も
導
入
を
検
討
し
始
め
て
い
る
よ

う
で
す
。�

（
服
部
暁
治
）

当
日
全
額
払
い
の
会
が
現
れ
れ
ば
ど

う
し
て
も
取
引
が
そ
ち
ら
に
流
れ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
ど
の
会
も
右
へ

な
ら
え
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

当
日
全
額
払
い
は
必
然
的
に
発
足

時
、
相
等
額
の
資
金
の
用
意
が
必
要

で
す
。
多
額
の
現
金
は
移
動
、
払
い

出
し
、
集
計
等
で
、
担
当
者
ら
に
神

経
消
耗
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
新
た
に
発
足
し
た
交
換
会
は�

い
ろ
い
ろ
な
決
済
方
法
の
導
入
を
試

み
て
い
て
、
興
味
深
い
で
す
。

　

小
切
手
払
い
は
既
に
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆

使
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
シ
ス
テ
ム

■
全
刀
商
の
活
動
紹
介
〈
経
済
委
員
会
〉

　
組
合
交
換
会
決
済
シ
ス
テ
ム
に
つ（そ

の
２
）

い
て

箱根もののふの里美術館

小嶋館長

　

四
月
一
日
か
ら
古
美
術
品
輸
出
監

査
証
明
が
変
わ
り
ま
し
た
。
主
な
変

更
点
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
登
録
銃
砲
刀
剣
類
も
含
む
す
べ
て

の
鑑
査
証
明
の
有
効
期
間
が
一
カ

月
一
年
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

従
来
通
り
、
一
回
の
輸
出
に
限
り

有
効
で
す
。

②
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
は
、
表
面
の

写
し
の
提
出
と
な
り
ま
す
。
登
録

証
の
原
本
は
、
登
録
銃
砲
刀
剣
類

を
輸
出
後
、
登
録
事
務
を
行
っ
た

都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
直
接
返

却
し
ま
す
。

③
申
請
者
以
外
の
方
（
代
理
人
）
が

手
続
き
を
行
う
場
合
、
申
請
者
が

依
頼
し
た
内
容
や
代
理
人
が
確
認

で
き
る
書
類
（
委
任
状
）
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

④
窓
口
申
請
の
際
、本
人
（
代
理
人
）

の
氏
名
等
が
確
認
で
き
る
も
の
の

提
示
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

上
記
の
変
更
に
伴
い
、
申
請
書

の
様
式
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
新

様
式
（
電
子
媒
体
）
を
お
求
め
の
方

は
文
化
庁
美
術
学
芸
課
（
☎
〇
三
―

五
二
五
三
―

四
一
一
一
〈
代
表
〉）
ま

で
連
絡
の
こ
と
。�

（
詳
細
は
次
号
）

古
美
術
品
輸
出
監
査
証
明
の
変
更
に
つ
い
て
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刀
剣
商
リ
レ
ー
訪
問
❺	

朝
倉
忠
史
さ
ん

登
録
証
に
関
す
る
こ
と

　

前
回
ま
で
は
登
録
証
が
発
行
さ
れ

る
ま
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
登
録
証

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

昭
和
二
十
五
年
以
降
に
発
行
さ
れ

て
い
る
現
在
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証

と
は
別
に
、
戦
後
さ
ま
ざ
ま
な
所
持

許
可
証
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
許
可
証
の
付
い
て
い
る
刀
剣
類
を

お
持
ち
の
方
は
、
速
や
か
に
所
轄
の

警
察
署
ま
た
は
都
道
府
県
教
育
委
員

会
に
相
談
し
、
新
規
に
銃
砲
刀
剣
類

登
録
証
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

交
付
さ
れ
た
登
録
証
は
、
紛
失
し

な
い
よ
う
に
大
切
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
万
が
一
登
録
証
を
紛
失

し
た
場
合
、
ま
ず
は
所
轄
の
警
察
署

に
亡
失
・
盗
難
・
滅
失
の
届
け
出
を

し
ま
す
。
そ
の
際
の
届
け
出
番
号
と

申
請
日
を
記
録
し
、
登
録
証
の
亡

失
・
盗
難
・
滅
失
理
由
書
、
登
録
証

再
交
付
の
申
請
書
と
と
も
に
都
道
府

県
教
育
委
員
会
へ
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

登
録
証
の
コ
ピ
ー
や
控
え
が
あ

り
、登
録
番
号
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、

す
ぐ
に
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
手
元
の
登
録
証
は

コ
ピ
ー
す
る
か
、
内
容
を
記
帳
し
て

お
く
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

　

登
録
証
が
発
行
さ
れ
た
刀
剣
類
は

登
録
証
を
申
請
し
た
人
に
限
ら
ず
、

売
買
や
譲
渡
に
よ
り
誰
で
も
そ
の
刀

を
所
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
は
銃
砲

刀
剣
類
等
所
有
者
変
更
届
を
、
そ
の

刀
が
登
録
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
教

育
委
員
会
に
二
十
日
以
内
に
提
出
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
の
登
録
証
で
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
登
録
証
に
は
記
載
事
項

に
誤
り
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

間
違
い
に
気
が
つ
い
た
場
合
は
、
速

や
か
に
登
録
証
の
発
行
さ
れ
て
い
る

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
連
絡
し

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
銘
文
・
寸
法
・
目
釘
穴
数
の

変
更
な
ど
に
よ
り
登
録
内
容
が
変
わ

っ
た
場
合
に
は
、
新
規
の
登
録
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
変
更
前
と
変

更
後
の
押
形
を
添
付
し
、
変
更
届
と

登
録
申
請
書
を
各
都
道
府
県
教
育
委

員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
今
は
海
外
の
愛
刀
家
も
非
常
に

多
く
な
り
、
刀
を
外
国
へ
輸
出
す
る

機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
登
録
さ

れ
て
い
る
刀
を
国
外
へ
持
ち
出
す
場

合
は
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術

工
芸
課
に
申
請
書
を
提
出
し
、
国
指

定
お
よ
び
認
定
の
文
化
財
に
該
当
し

な
い
刀
剣
で
あ
る
と
の
古
美
術
品
輸

出
鑑
査
証
明
書
を
交
付
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
際
は
、
申
請
書
と
一
緒
に
登

録
証
を
返
納
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
不
明
な
点
は
、
都
道
府

県
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

�
（
朝
倉
忠
史
）

刀と法律
第4回

　

今
回
ご
紹
介
す
る
刀
剣
商
は
、
長

野
県
の
永
和
堂
店
主
・
朝
倉
忠
史
さ

ん
、
四
十
七
歳
で
す
。

　

お
店
は
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
か
ら
徒
歩
十

分
、
長
野
県
庁
近
く
の
大
通
り
沿
い

に
あ
り
、
七
年
前
に
改
装
さ
れ
た
店

内
は
と
て
も
綺
麗
で
す
。
現
在
の
永

和
堂
は
昭
和
五
十
二
年
の
開
業
で
す

が
、
そ
の
前
身
は
会
長
で
あ
る
父
の

万
幸
氏
の
趣
味
が
高
じ
て
、
上
田
市

の
自
宅
で
開
い
た
万
葉
堂
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

忠
史
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
し
た

後
、
か
ね
て
か
ら
希
望
し
て
い
た
イ

ギ
リ
ス
へ
の
留
学
を
果
た
し
、
語
学

学
校
を
経
て
大
学
の
経
営
経
済
学
部

を
卒
業
。
帰
国
後
は
、
お
父
上
の
勧

め
も
あ
っ
て
市
ヶ
谷
に
あ
る
靖
雅
堂

夏
目
美
術
店
に
て
五
年
間
修
業
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
主
に
絵
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
に
戻

っ
て
か
ら
刀
の
猛
勉
強
を
さ
れ
、
永

和
堂
を
任
さ
れ
て
今
に
至
る
そ
う
で

す
。

　

郷
土
刀
で
も
あ
る
山
浦
物
を
得
意

と
し
、
日
本
全
国
ど
こ
で
も
赴
く
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
売
り
で
す
。

現
在
は
、
特
に
新
規
顧
客
の
開
拓
を

心
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
刀
は
古
美
術
品
の
中
で
最
も

歴
史
が
古
く
、
一
番
品
格
の
高
い
美

術
品
で
あ
る
と
い
う
万
幸
氏
の
信
条

に
基
づ
き
、
店
内
で
も
展
示
即
売
会

で
も
多
く
は
飾
ら
な
い
、
む
や
み
や

た
ら
に
人
目
に
さ
ら
さ
な
い
、
と
い

う
の
が
永
和
堂
流
。
大
刀
剣
市
の
店

舗
設
計
や
展
示
で
も
、
そ
の
高
級
感

は
群
を
抜
い
て
い
て
、
品
物
を
い
か

に
美
し
く
魅
せ
る
か
、
と
い
う
意
思

が
見
る
者
に
伝
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
筆
者
も

同
業
者
な
が
ら
勉
強

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
刀
商
の
大
刀
剣

市
以
外
に
も
、
独
自

展
示
即
売
会
を
を
毎

年
開
催
。
今
年
は
長

野
東
急
百
貨
店
の
美

術
サ
ロ
ン
に
て
四
月

十
九
～
二
十
五
日
に

「
武
士
の
表
道
具
―

大
刀
剣
市
」
を
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
店
＝
〒
３
８
０

―

０
８
３
６�

長
野
市

南
県
町
一
一
三
六

☎
〇
二
六
―

二
二
八
―

〇
〇
〇
一

�

（
大
平
将
広
）

日
本
刀
の
美
し
さ
を
伝
え
る
名
店永和堂と朝倉忠史さん

第
５
回

〈
研
師
〉
井
上
　
聡
さ
ん

　

井
上
聡
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年

生
ま
れ
の
四
十
歳
。
幼
少
の
こ
ろ
か

ら
日
本
刀
が
好
き
で
、
ナ
イ
フ
の
自

作
な
ど
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
二
年
に
藤
代
興
里
師
に
入
門
、
同

十
八
年
に
独
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
業
中
の
平
成
十
五
年
に
行
わ
れ

た
第
五
十
五
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技

術
発
表
会
で
は
最
高
賞
の
木
屋
賞
を

受
賞
、
ほ
か
に
も
特
賞
の
千
葉
賞
や

優
秀
賞
を
七
回
、
努
力
賞
を
五
回
受

賞
す
る
な
ど
、
立
派
な
成
績
を
残
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
井
上
さ
ん
で
す
が
、
平
成

十
一
年
に
刀
剣
研
磨
か
ら
逃
げ
た
く

な
り
、
一
度
実
家
に
戻
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
師
匠
の
度
重
な
る

説
得
に
よ
り
、
翌
年
に
再
入
門
。

　

藤
代
師
に
よ
れ
ば
、
井
上
さ
ん
は

刀
剣
界
で
は
珍
し
く
、
刀
職
な
ど
の

縁
故
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
世
界
に
飛
び
込
ま
れ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
最
初
の
お
弟
子
さ
ん
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
最
も
気
に
か

け
た
弟
子
の
一
人
で
す
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
刀
を
研
ぐ
際
に
い
つ

も
、｢

刀
を
な
る
べ
く
減
ら
さ
ず
、

少
し
で
も
出
来
が
良
く
見
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
」
と
願
い
ま
す
。

　

研
磨
代
金
は
状
態
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
刀
は
二
十
七
万
円
、
脇
指

は
二
十
二
万
円
、
短
刀
は
十
五
万
円

が
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

連
絡
先
＝
〒
６
６
２
―

０
０
７
１

兵
庫
県
西
宮
市
桜
町
一
―

六
九

☎
〇
七
九
八
―

七
一
―

五
三
五
九

〈
刀
匠
〉
二
十
五
代
藤
原
兼
房
さ
ん

　

藤
原
兼
房
（
本
名
加
藤
賀か

つ

お
津
雄
）

さ
ん
は
、
昭
和
三
十
二
年
生
ま
れ
の

五
十
五
歳
。
祖
父
は
二
十
三
代
兼
房

鉀
一
、
父
は
二
十
四
代
兼
房
（
孝

雄
）
と
、
室
町
時
代
か
ら
続
く
名
門

の
二
十
五
代
目
で
す
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
し
た

昭
和
五
十
年
に
人
間
国
宝
で
あ
る
二

代
月
山
貞
一
師
に
入
門
し
て
鍛
刀
と

彫
刻
を
学
び
ま
し
た
。
同
五
十
七
年

に
作
刀
承
認
、
五
十
八
年
に
関
へ
戻

り
二
十
四
代
に
師
事
、
翌
年
二
十
五

代
兼
房
を
襲
名
し
て
自
身
の
日
本
刀

鍛
錬
道
場
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
後
、
新
作
刀
展
で
は
優
秀
賞
を

二
回
、
努
力
賞
を
十
回
受
賞
、
平
成

十
七
年
に
は
初
の
特
賞
で
あ
る
薫
山

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
藤
さ
ん
は
海
外
へ
の
日
本
刀
の

紹
介
に
も
熱
心
で
、修
業
時
代
の
昭
和

五
十
七
年
、月
山
師
と
と
も
に
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
で
公
開
実
演
を
し
た
こ
と

に
始
ま
り
、
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
や

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
ド
イ
ツ

の
ケ
ル
ン
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
な
ど
で
日

本
刀
鍛
錬
の
実
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
加
藤
さ
ん
は
、「
日
々
鍛

錬
」
の
言
葉
を
胸
に
鍛
刀
に
臨
ま
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

な
お
、
製
作
代
金
に
つ
い
て
は
、

刀
が
二
百
万
円
か
ら
、
脇
指
が
百
五

十
万
円
か
ら
、
短
刀
が
百
万
円
か
ら

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

連
絡
先
＝
〒
５
０
１
―

３
２
６
５

岐
阜
県
関
市
小
瀬
一
三
三
二
―

二　

☎
〇
五
七
五
―

二
四
―

三
〇
一
二

�

（
川
島
貴
敏
）

刀
職
紹
介

お
知
ら
せ
と
お
願
い

■
本
紙
購
読
に
つ
い
て

　
『
刀
剣
界
』
は
隔
月
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
購
読
料
は
無
料
で

す
。
組
合
員
・
賛
助
会
員
以
外
の
方
で
継
続
購
読
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、組
合
ま
で
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、お
手
数

で
す
が
、年
間
送
料
実
費
と
し
て
四
八
〇
円
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

本
紙
は
組
合
の
機
関
紙
で
あ
る
と
と
も
に
、
紙
名
の
ご
と
く

刀
剣
界
を
網
羅
し
、
斯
界
に
役
立
つ
情
報
紙
で
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
広
く
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
、
催
事
情
報

を
は
じ
め
、
ご
覧
に
な
っ
た
新
聞
や
雑
誌
記
事
、
Ｔ
Ｖ
番
組
の

感
想
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

　

た
だ
し
、
紙
面
の
関
係
で
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

■
広
告
募
集
中
で
す

　

広
告
も
読
者
に
と
っ
て
は
有
益
な
情
報
の
一
つ
で
す
。
本
紙

で
は
記
事
と
と
も
に
順
次
、
広
告
欄
の
充
実
も
期
し
て
ま
い
り

ま
す
。
料
金
は
、
２
段
５
分
の
１
（
縦
96
㎜
×
横
48
㎜
）、
年

間
六
回
で
六
万
円
で
す
。
た
だ
し
、
編
集
委
員
会
の
審
査
に
よ

り
ご
要
望
に
沿
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
節
は
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
（
全
刀
商
）

〒
１
６
９
―

０
０
７
２�

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
二
―

一
八
―

一
〇　

新
宿
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
一
三
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

０
３
（
３
２
０
５
）
０
６
０
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
３
（
３
２
０
５
）
０
０
８
９
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現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
で
特
別

展
「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館�

日
本
美
術

の
至
宝
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

折
し
も
同
館
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
深
く
か
か
わ
っ
た
岡
倉
天
心

の
生
涯
を
描
く
映
画
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
岡
倉
天
心
は
、

思
想
家
・
指
導
者
・
教
育
者
と
し
て

わ
が
国
近
代
美
術
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
人
物
で
あ
る
。
新
し
い
日
本

画
の
創
作
を
目
指
す「
日
本
美
術
院
」

の
再
興
を
果
た
し
、
横
山
大
観
や
下

村
観
山
、
菱
田
春
草
、
木
村
武
山
ら

を
育
て
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
一

方
、
東
京
美
術
学
校
（
東
京
芸
大
の

前
身
）
校
長
や
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中

国
・
日
本
美
術
部
長
を
務
め
、
東
洋

や
日
本
の
美
術
を
欧
米
に
広
め
た
。

　

映
画
は
「
天
心
」。
監
督
は
「
オ

ー
ル
ナ
イ
ト
ロ
ン
グ
」「
き
・
れ
・

い
？
」
な
ど
の
製
作
で
知
ら
れ
る
松

村
克
弥
氏
。

　

当
初
は
天
心
の
生
誕
百
五
十
年
、

没
後
百
年
に
当
た
る

二
〇
一
三
年
公
開
を
目

指
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

昨
年
三
月
に
東
日
本
大

震
災
が
発
生
、
国
登
録

の
有
形
文
化
財
で
、
天

心
が
晩
年
に
居
を
構
え

た
茨
城
県
北
茨
城
市
五い

づ

浦ら

の
六
角
堂
が
津
波
で
流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。「
天
心
」
は
期
せ
ず
し
て
、

五
浦
六
角
堂
再
建
と
軌
を
一
に
す
る

震
災
復
興
支
援
映
画
と
な
っ
た
。
再

建
の
様
子
は
映
画
の
中
で
、
天
心
が

建
築
す
る
風
景
と
し
て
も
取
り
入
れ

ら
れ
る
。

　

完
成
を
目
指
し
、
橋
本
昌
茨
城
県

知
事
や
池
田
幸
雄
茨
城
大
学
学
長
、

宮
田
亮
平
東
京
芸
大
学
長
ら
が
特
別

顧
問
を
務
め
る
「
天
心
」
実
行
委
員

会
で
は
現
在
、
一
口
一
万
円
で
寄
付

を
募
っ
て
い
る
。

　

寄
付
し
た
方
の
名
は
、
映
画
の
エ

ン
ド
ロ
ー
ル
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
、

五
十
万
円
以
上
の
寄
付
の
あ
っ
た
企

業
や
団
体
に
は
、
監
督
自
ら
が
一
分

程
度
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
製
作
し
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
発
売
時
に
特
典
映
像
と
し
て
収

録
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
映
画
「
天
心
」

製
作
委
員
会
事
務
局
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三

―

三
三
二
七
―

九
〇
二
七
）
へ
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
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こ
の
度
、
刀
装
具
界
の
大
御

所
福
士
繁
雄
先
生
が
『
刀
装
具

鑑
賞
画
題
事
典
』
を
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。

　

画
題
に
関
し
て
の
書
籍
は
今

か
ら
四
十
五
年
ほ
ど
前
に
故
沼

田
鎌
次
先
生
が
『
鐔
・
小
道
具

画
題
事
典
』
を
著
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
来
で
あ
り
、
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。

　

本
書
は
、
福
士
先
生
が
平
成

六
年
よ
り
『
刀
剣
美
術
』
に
「
刀

装
具
の
画
題｣

と
し
て
連
載
さ

れ
た
も
の
を
集
大
成
し
、
さ
ら

に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
す
。
画

題
の
内
容
は
、
中
国
故
事
、
日

本
故
事
、
風
物
、
動
物
、
植
物
、

そ
の
他
、
計
三
百
二
十
点
に
も

及
び
ま
す
。

　

特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
、
掲
載

さ
れ
た
刀
装
具
（
主
に
鐔
、
ほ

か
に
小
柄
・
縁
頭
・
目
貫
な
ど
）

が
す
べ
て
名
品
で
あ
る
点
が
ま

ず
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
福
士
先
生
は
写
真
撮

影
技
術
に
お
い
て
も
、
刀
装
具

界
で
は
超
一
流
で
あ
り
ま
す
。

一
般
の
プ
ロ
写
真
家
で
は
引
き

出
す
こ
と
の
で
き
な
い
刀
装
具

の
本
質
の
美
を
見
事
に
表
現
す

る
特
殊
技
術
を
長
年
に
わ
た
っ

て
研
究
さ
れ
ま
し
た
。
光
の
当

て
方
で
立
体
感
を
よ
り
は
っ
き

り
出
し
、
特
に
銘
の
あ
る
も
の

は
細
か
な
銘
字
ま
で
鮮
明
に
見

せ
る
、
研
究
家
な
ら
で
は
の
撮

影
技
術
を
お
持
ち
で
す
。

　

今
回
の
八
割
ほ
ど
は
カ
ラ
ー
写
真

で
、
鉄
鐔
な
ど
は
あ
え
て
モ
ノ
ク
ロ

写
真
で
す
。
し
か
し
、
刀
装
具
の
カ

ラ
ー
ほ
ど
印
刷
の
難
し
い
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
赤
銅
地
が
四
分
一
地
に

見
え
た
り
、
真
鍮
地
が
実
物
と
か
な

り
異
な
っ
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
今

ま
で
数
多
く
見
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
今
回
の
印
刷
は
、
先
生
が

直
接
撮
影
さ
れ
、
し
か
も
現
物
を
熟

知
し
て
い
る
も
の
ば
か
り
の
は
ず
で

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
色
校
正
の
段
階
で

は
先
生
ご
自
身
、
あ
く
ま
で
現
物
に

忠
実
に
厳
し
く
指
示
さ
れ
た
と
拝
察

さ
れ
、
ま
さ
に
実
物
そ
の
も
の
を
鑑

賞
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥

る
ほ
ど
、
見
事
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

画
題
の
解
説
は
誰
に
で
も
わ
か
り

や
す
く
、
活
字
も
大
き
め
で
、
難
し

い
熟
語
に
は
ル
ビ
が
添
え
ら
れ
、
実

に
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
一
点
一
点
に
作
風
・
作
者
の

説
明
が
加
え
ら
れ
、
単
な
る
画
題
の

研
究
だ
け
で
な
く
、
刀
装
具
の
勉
強

に
非
常
に
役
立
ち
ま
す
。

　

今
ま
で
の
刀
剣
お
よ
び
刀
装
具
関

係
の
著
作
に
は
、
英
訳
と
言
っ
て
も

巻
末
に
簡
単
に
添
え
ら
れ
て
い
る
程

度
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
外

国
の
方
々
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
か

け
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
は
、
同
ペ
ー
ジ
の

中
に
英
訳
が
正
確
で
明
瞭
に
添
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
英
訳
は
ご
子
息
の
光

徳
氏
が
担
当
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

氏
は
先
生
の
一
番
弟
子
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
英
語
が
堪
能
と
あ
っ
て
、
微

妙
な
表
現
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
外
国
の
刀
装
具
愛
好
家
に
も

喜
ん
で
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
。

　

巻
末
に
は
「
主
要
金
工
作
家
系
統

図
」
や
「
刀
装
具
の
名
称
と
解
説
」

が
添
え
ら
れ
、
非
常
に
便
利
で
す
。

さ
ら
に
「
画
題
事
典
総
索
引
」
で
は

五
十
音
順
に
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

理
解
で
き
る
よ
う
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
然
、
英
文
も
添
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

名
品
を
目
で
見
て
楽
し
み
、
読
ん

で
知
識
を
増
や
し
、
さ
ら
に
刀
装
具

の
勉
強
に
な
る
。
ま
さ
に
三
拍
子
そ

ろ
っ
た
、
座
右
に
置
く
べ
き
名
事
典

で
す
。�

（
冥
賀
吉
也
）

　

林
盈え

い
ろ
く六
氏
は
現
在
、
東
大
相
撲
部

名
誉
顧
問
・
医
師
の
立
場
に
あ
り
ま

す
。
旧
制
中
学
二
年
の
と
き
か
ら
の

愛
刀
家
・
愛
鐔
家
に
て
、
ま
さ
に
筋

金
入
り
の
御
数
寄
者
で
す
。
一
時
は

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
の
要
職
に

就
か
れ
、
多

く
の
人
か
ら

林
盈
六
先
生

と
慕
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

加
島
進
先

生
・
林
盈
六

先
生
・
松
永

廣
吉
先
生
共

著
の
『
日
本

の
デ
ザ
イ
ン
―
鐔
の
美
』
が
前
作
に

あ
り
ま
す
が
、本
書
に
も
同
様
に「
鐔

が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
な
い
」
と

い
う
温
か
い
気
持
ち
が
、
そ
こ
か
し

こ
に
あ
り
ま
す
。

　

鳥
居
薬
品
の
医
家
向
け
隔
月
刊
誌

に
、
十
八
年
に
わ
た
り
連
載
し
た
も

の
を
、
テ
ー
マ
別
に
再
編
集
し
た
の

が
本
書
で
あ
る
と
後
書
き
に
あ
り
ま

す
が
、
執
筆
す
る
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
す
な
わ
ち
原
点
は
、
誠
に
興
味

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
本
書
に
は
、「
鐔
の
魅
力
を

巡
っ
て
」
と
題
し
て
、
研
師
で
あ
る

と
同
時
に
鐔
作
家
で
あ
る
柳
川
清
次

氏
と
の
対
談
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
あ
る
大
家
に
、
鐔
を
理
解

す
る
た
め
の
最
も
良
い
方
法
を
尋
ね

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

曰
く
、「
ま
ず
自
分
で
製
作
し
て

み
る
こ
と
、
こ
れ
が
第
一
で
す
。
次

に
自
分
で
購
入
し
て
、
経
験
を
積
む

こ
と
が
大
切
で
す
」
と
、
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
書
の
、
林
盈
六
先
生
と
柳
川
清

次
氏
と
の
対
談
に
お
い
て
も
、
両
者

の
独
自
な
思
い
が
、
気
負
い
な
く

淡
々
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
面
白
さ

の
あ
ま
り
一
気
に
読
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。�

（
齋
藤
隆
久
）

｢

画
題
事
典｣

を
超
え
る
刀
装
具
鑑
賞
の
名
著

『
刀
装
具
鑑
賞
画
題
事
典
』福

士
繁
雄 

著
　
税
込
み
六
〇
〇
〇
円
　
里
文
出
版

岡
倉
天
心
の
生
涯
が
映
画
化

｢

好
き
で
た
ま
ら
ぬ｣
筋
金
入
り
の
愛
鐔
家
の
一
書

『
鐔
―
意
　
と
技
の
美
』

林 
盈
六 
著
　
税
込
み
二
一
〇
〇
円
　
里
文
出
版
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二
月
二
十
八
日
、
東
京
豊
島
区
の

目
白
庭
園
・
赤
鳥
庵
に
お
い
て
公
益

財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
主

催
の
特
別
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

同
財
団
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
日

本
刀
文
化
の
振
興
を
目
的
に
、
隔
月

で
初
心
者
を
対
象
に
し
た
鑑
賞
会
を

開
催
し
て
き
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に

も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
高
い
レ
ベ
ル
の

鑑
賞
会
を
開
い
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
会
員
の
要
望
に
応
え
て
企
画
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

本
鑑
賞
会
は
通
常
の
例
会
と
は
違

　

吉
原
國
家
刀
匠
の
個
展
が
、
日
本

橋
髙
島
屋
六
階
美
術
画
廊
に
お
い
て

三
月
二
十
八
日
か
ら
四
月
三
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
代
目
「
國
家
」
襲
名
三
十
周
年

を
記
念
し
て
、
初
の
個
展
と
な
っ
た

今
回
、
得
意
と
す
る
備
前
伝
一
文
字

い
、
対
象
を
日
本
刀
文
化
振
興
協
会

の
会
員
と
し
、
事
前
申
し
込
み
に
よ

る
先
着
二
十
名
限
定
で
行
わ
れ
た
。

　

鑑
賞
刀
は
銀
座
長
州
屋
・
日
本
刀

剣
・
飯
田
高
遠
堂
の
三
社
が
提
供
、

重
要
美
術
品
四
振
を
は
じ
め
、
名
品

中
の
名
品
が
集
め
ら
れ
た
。

　

会
場
の
設
営
と
運
営
は
若
手
刀
職

を
中
心
と
し
た
有
志
が
行
い
、
講
師

は
飯
田
高
遠
堂
取
締
役
・
飯
田
慶
雄

氏
が
担
当
し
た
。
内
容
は
、
慶
長
の

刀
剣
目
利
書
と
し
て
貴
重
な
『
解
紛

記
』（
黒
庵
著
）
を
題
材
に
、
室
町
時

代
に
生
き
た
刀
剣
鑑
定
家
黒
庵
の
鑑

定
法
と
現
代
の
そ
れ
と
の
差
異
や
注

視
点
、
今
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

名
工
た
ち
の
話
題
を
中
心
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
広
井
雄
一
氏
に
よ
る
埋

忠
鎺
の
解
説
や
、
会
員
の
持
参
し
た

本
阿
弥
光
悦
の
書
が
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
大
変
充
実
し
た
内
容
と
な
り
、

第
一
回
特
別
鑑
賞
会
は
大
盛
況
に
て

閉
会
し
た
。

　

鑑
賞
刀
は
次
の
通
り
。

・
短
刀　

国
俊
（
名
物
）

・
刀　

大
左
（
名
物
八
幡
左
文
字
）

　
（
重
要
美
術
品
）

・
太
刀　

信
包

・
短
刀　

国
吉

　

附�

天
和
二
年
光
常
折
紙

の
重
花
丁
子
を
彷
彿
さ
せ
る
作
品
の

ほ
か
、
直
刀
や
、
相
州
伝
の
寸
延
び

短
刀
な
ど
、
意
欲
作
が
十
八
点
、
小

刀
・
火
箸
・
文
鎮
な
ど
小
物
類
も
多

数
出
品
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

中
で
も
毛
抜
形
太
刀
は
、
平
安
中

期
ご
ろ
に
出
現
し
た
湾
刀
の
原
型
と

言
わ
れ
る
も
の
で
、
刀
身
と
柄
が
共

造
り
に
な
る
特
殊
な
形
状
を
見
事
に

再
現
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
柄

の
装
飾
と
鎺
を
含
め
た
銀
総
金
具
、

鞘
に
緋
色
の
錦
地
で
飾
ら
れ
、
そ
の

上
品
か
つ
精
悍
な
美
に
心
惹
か
れ
ま

し
た
。

　

初
日
の
開
場
と
同
時
に
大
勢
の
フ

ァ
ン
や
お
客

さ
ま
が
お
越

し
に
な
り
、

國
家
刀
匠
の

人
気
の
高
さ

を
伺
わ
せ
ま

す
。
夕
刻

に
は
同
会
場

で
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
催
さ

れ
、
諸
先
生

か
ら
の
ご
祝

辞
と
乾
杯
に

よ
り
、
和
や

か
で
温
か
な

祝
賀
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
ワ
イ
ン
を
片
手
に
、
心
か
ら
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
の
を
見
て
、
國
家
刀

匠
の
ご
人
徳
を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
土
曜
日
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
が
あ
り
、
自
ら
作
品
の
解
説

や
作
刀
の
思
い
を
丁
寧
に
話
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
を
埋
め
た
た
く
さ
ん
の

来
場
者
か
ら
は
質
問
も
多
く
、
関
心

の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

最
終
日
ま
で
に
実
に
多
く
お
客
さ

ま
が
来
場
さ
れ
、
一
振
一
振
お
手
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
お
手
伝

い
し
た
撤
収
は
、
皆
さ
ま
の
反
応
を

想
像
す
る
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

良
い
作
品
を
作
れ
ば
お
客
さ
ま
は

評
価
し
て
く
だ
さ
る
の
だ
な
、
と
現

代
刀
の
未
来
に
大
き
な
希
望
を
見
い

だ
せ
る
個
展
で
し
た
。

　
「
次
は
ぜ
ひ
自
分
も
」
と
、
決
意

し
た
若
手
刀
工
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
私
も
そ
の

一
人
で
す
。�

（
川
﨑
晶
平
）

　
「
そ
れ
で
は
交
換
会
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
！
」

　

土
肥
豊
久
氏
の
威
勢
の
良
い
声
が
会
場
中
に
響
き

わ
た
っ
た
二
月
二
十
二
日
の
こ
の
瞬
間
、
東
京
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
全
く
新
し
い
交
換
会
「
東
京

刀
剣
倶
楽
部
」
が
発
足
し
た
。

　

東
京
刀
剣
倶
楽
部
は
深
海
信
彦
、
土
肥
豊
久
、
飯

田
慶
久
の
三
氏
に
よ
る
共
同
出
資
の
交
換
会
で
あ

り
、
東
京
に
新
し
い
交
換
会
が
発
足
す
る
の
は
筆
者

の
記
憶
で
は
、
業
界
に
入
っ
て
以
来
、
初
め
て
の
こ

と
で
あ
る
。
初
会
の
参
加
者
は
九
十
人
を
超
え
、
予

想
外
の
参
加
申
し
込
み
の
多
さ
に
直
前
に
変
更
と
な

っ
た
末
広
の
広
大
な
会
場
に
は
う
ぶ
品
、
成
り
行
き

品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、大
変
な
活
況
と
な
っ
た
。

　

本
会
は
「
将
来
の
刀
剣
会
の
見
本
と
な
る
よ
う
な

明
る
く
公
正
な
交
換
市
場
を
目
指
す
」
と
の
目
的
の

も
と
、
数
々
の

新
し
い
手
法
が

用
い
ら
れ
て
い

る
。す
な
わ
ち
、

・�

競
り
売
り
に

お
け
る
く
じ

引
き
は
一
切

な
し
。
同
時

発
声
で
あ
っ

て
も
と
こ
と

ん
ま
で
競
る

こ
と
。

・
個
向
か
い
取

引
の
禁
止
、
必
ず
競
り
場
に
お
い
て
全
員
の
前
で

売
買
を
行
う
こ
と
。

・
売
り
順
は
抽
選
。
順
番
の
変
更
は
一
切
認
め
な
い
。

　

交
換
会
は
、
品
物
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
方
々

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、

キ
ャ
リ
ア
・
発
言
力
な
ど
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
す

べ
て
の
会
員
が
平
等
に
売
り
買
い
を
行
え
る
よ
う
に

と
の
工
夫
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
入
札
の
原
点
に
立

ち
返
り
、

・
入
札
は
百
万
円
以
上
。
以
下
の
も
の
は
不
成
立
。

　

ま
た
、
所
轄
官
庁
で
あ
る
警
察
庁
の
指
導
に
の
っ

と
り
、
支
払
い
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
電
子

送
金
を
導
入
、
即
時
引
き
出
し
を
可
能
と
し
、
ま
た

希
望
者
に
は
小
切
手
払
い
、
現
金
払
い
な
ど
多
彩
な

支
払
い
方
法
を
準
備
し
て
い
る
。

　

会
則
に
あ
え
て
「
当
会
は
若
手
刀
剣
商
及
び
後
継

者
の
育
成
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
す
る
」と
記
載
し
、

各
役
職
に
若
手
を
登
用
す
る
こ
と
も
特
色
と
し
て
い

る
。

　

当
日
は
新
会
設
立
の
お
祝
い
に
と
多
く
の
会
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
う
ぶ
品
の
数
々
が
盛
り
上
が
り
、
時

に
は
驚
く
ほ
ど
の
高
額
落
札
が
見
ら
れ
る
な
ど
活
発

な
取
引
が
行
わ
れ
、
大
成
功
と
な
っ
た
。

　

昨
今
の
景
気
低
迷
に
あ
え
ぐ
業
界
の
空
気
を
一
蹴

し
、
景
気
向
上
に
向
か
う
一
陣
の
春
風
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

※
東
京
刀
剣
倶
楽
部
は
毎
月
二
十
二
日
午
前
十
時
か

ら
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・
末
広
の
間
（
東
京
都
港

区
芝
公
園
三
―

三
―

一
）
で
開
催
。�

（
飯
田
慶
雄
）

・
太
刀　

有
俊

・
太
刀　

真
長
（
重
要
美
術
品
）

・
太
刀　

国
宗
（
重
要
美
術
品
）

・
太
刀　

助
次

・
脇
指　

朱
銘�

相
模
国
住
人
広
光

　

延
文
三
年
十
一
月
日
（
重
要
美
術

　

品
）

・
刀　

以
南
蛮
鉄
於
武
州
江
戸
越
前

　

康
継

・
刀　

越
前
国
北
庄
住
兼
植

　

な
お
『
解
紛
記
』
は
慶
長
の
活
板

本
と
し
て
珍
重
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
刀
剣
の
目
利
書
と
し
て
価
値
が

高
い
。
五
巻
の
冊
子
本
で
、
そ
れ
ぞ

れ
巻
末
に
「
慶
長
未
丁
七
月
日　

黒

庵
」
と
あ
る
が
、
こ
の
著
者
と
思
わ

れ
る
黒
庵
と
は
何
者
の
号
で
あ
る
か

は
明
ら
か
で
な
い
。

　

本
間
順
治
博
士
曰
く
、「
本
阿
弥

光
徳
で
は
な
い
か
と
い
う
が
推
測
の

域
を
出
な
い
。
し
か
し
当
時
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
、
す
な
わ
ち
日
本
鑑
刀
史

上
最
高
峰
の
鑑
定
家
の
著
者
で
あ
る

こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
」
と
。

　

次
回
鑑
賞
会
は
六
月
十
二
日
㈫
に

予
定
さ
れ
て
お
り
、
表
題
は
「
日
本

刀
の
拵
」。
詳
細
は
決
定
次
第
、
左

記
の
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

さ
れ
る
。

http://www.nbsk-jp.org/

イ
ベ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト

刀
匠･

吉
原
國
家
展

｢

國
家｣

襲
名
三
十
周
年
を
記
念
し
て

日
本
刀
文
化
振
興
協
会
特
別
鑑
賞
会

和
の
雰
囲
気
の
中
で
名
刀
を
堪
能

大勢のお客さまに語りかける吉原刀匠

個展会場の髙島屋美術画廊

●
新
し
い
市
場
「
東
京
刀
剣
倶
楽
部
」
が
誕
生
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一
葉
の
記
憶

〔
刀
剣
界
昔
話
〕

戦
後
初
め
て
の
刀
剣
商
の
集
合
写
真

　重要無形文化財保持者（人間国宝）
で当組合顧問でもある刀匠・天田昭
次さんの作品展が、４月１日㈰から
６月３日㈰まで、十日町市の星と森
の詩美術館で開催されている。
　天田刀匠が「刀は地鉄」との強い
思いから自家製鉄を選び、探求の道
を歩み始めてから50年以上がたつ。
　本展では、その「天田地鉄」の真
骨頂十数口が鑑賞できる。
　以下に、会場に掲げられた刀匠の
挨拶を転載する。
　｢人間国宝の認定をいただいて十
五年、これを機に星と森の詩美術館
において折々の作品を展観し、ご覧
願えますことは、誠にありがたく幸
せに存じます。
　この間、わがふるさとは度重なる
激甚災害に見舞われてきました。そ
して昨年三月十一日には未曾有の東
日本大震災が発生しました。被災さ
れた皆さま方には一日も早く平穏な
暮らしが戻ることを祈るばかりです。
　顧みれば、くろがねの美しさを一

　日本における甲冑の出現は古墳時
代にさかのぼると言われるが、時代
を経るごとにその機能・形・用途は
変化してきた。それとともに作り手
である甲冑師の技術も伝承され、現
代まで受け継がれてきた。
　今回は、地元板橋で活動する三浦
公法氏の作品をはじめ、現在甲冑師
として活動する人たちの力作に脚光
を当てる。併せて刀装にかかわる作
品も展示する。
会期：４月21日㈯～６月24日㈰
製作者：加藤一冑・橘斌・三浦公法
熱田伸道・西岡文夫・豊田勝彦・森
崎干城（以上甲冑師）・上野修路（中
世工芸研究制作家）・宮島進二郎（白
銀師）� （綱取譲一）

　｢日本人の心のふるさと」とも言
われる伊勢の神宮は、古くから多く
の参拝者を迎えてきた。江戸時代に
は「一生に一度はお伊勢参り」など
と、人々のあこがれの旅でもあった。
　近年では若者たちの参詣も際だっ
て増えているという。平成25年には
第62回式年遷宮が執り行われるが、
この機に一層の注目が集まると思わ
れる。
　去る４月７日、今次の遷宮を記念
して「せんぐう館」が誕生した。せ
んぐう館は、1300年の歴史を有する
式年遷宮の意義と、社殿造営や御装
束神宝の技術を未来へ継承するた
め、神宮・式年遷宮・神道について
理解する展示と、さまざまな講演・
講座を企画している。

・国宝　沃懸地酢漿平文兵庫鎖太刀�鎌倉時代
・国宝　金装花押散兵庫鎖太刀　南北朝時代
・重文　錦包太刀（中身銘 ｢助行｣）鎌倉時代
・重文　三鈷柄籐巻剣　鎌倉時代
・重文　赤銅造太刀（中身銘｢友成｣）鎌倉時代

途に追い求めてき
ましたが、古来、
日本刀には邪を祓
い、国を護り、人々
の幸福を実らせる
願いも込められて
きました。私の一
作一作にも、その
時々、込めた思い
が蘇ってまいりま
す。
　いまだ高峰を仰
ぎつつ精進を重ね
る身ではあります
が、本展の作品を
見て、心に少しで
も温もりや活気を
感じていただけた
なら、本懐これに
過ぐるものはあり
ません。
　なにとぞよろし
くお願い申し上げ
ます。」

　開館特別企画展のメーンテーマで
ある「重浪帰する国」とは、天照大
神がご託宣で伊勢の地を「常世（海
の彼方にある理想郷）の波がしきり
に打ち寄せる国である」と称したこ
とにちなむ。本展では、神宮の営み
と海とのかかわりについて、わが国
の姿と豊かな恵みをとらえている。
会期：４月７日㈯～８月27日㈰

・重文　金銅柏文兵庫鎖太刀　南北朝時代
・重文　太刀　銘「家助」室町時代
・重文　柏木菟腰刀　南北朝時代
・重文　梅花皮造腰刀　南北朝時代
・重文　菊造腰刀　南北朝時代

■星と森の詩美術館
〒948-0101�新潟県十日町市1099-1　☎025（752）7202 ■板橋区立郷土資料館

〒175-0092�東京都板橋区赤塚5-35-25��☎03（5998）0081

■式年遷宮記念 せんぐう館
〒516-0042�三重県伊勢市外宮まがたま池　☎0596（22）6263

人間国宝認定15周年　刀匠 天田昭次展
温故創新～今､蘇る古人の心と技､現代甲冑師と刀装～

開館特別企画展「海と森と神～重浪帰する国～」

　春日大社には、全国に知られる鎧
や刀剣が伝わっているが、その中で
も国宝赤糸威大鎧（梅鶯飾）、国宝赤
糸威大鎧（竹虎雀飾）は、甲冑史上最
も華麗で古様を留めた名品として著
名である。本展示では、平成22・23
年度と引き続き修理が行われ、本来
の魅力と輝きを取り戻した２つの鎧
と、刀剣の名品など、武士の晴れ姿
を彩った下記の名宝を見ることがで
きる。
会期：４月１日㈰～７月31日㈫

〈甲冑武具類〉（展示替えあり）
・国宝　赤糸威大鎧（竹虎雀飾）鎌倉時代
・国宝　赤糸威大鎧（梅鶯飾）鎌倉時代
・国宝　黒韋威矢筈札胴丸　南北朝時代（４
月中）

・重文　黒韋威胴丸　南北朝時代
・重文　鉄十八間二方白星兜鉢・鎧金具　平
安時代

・重文　鉄二十八間四方白星兜鉢・鎧金具　
鎌倉時代

・重文　鉄三十六間四方白星兜鉢・鎧金具　
鎌倉時代

〈刀剣類〉
・国宝　沃懸地獅子文毛抜形太刀（刀身）鎌
倉時代

■春日大社 宝物殿
〒630-8212�奈良市春日野町160　☎0742（22）7788

国宝赤糸威大鎧（梅鶯飾）修理記念　鎧と武士の晴れ姿

催 事 情 報

号
「
不
動
丸
」　
復
興
記
念 

天
田
昭
次
謹
作
／
平
成
十
七
年
秋
吉
日（
新
潟
県
所
蔵
）

印刷／株式会社日刊企画

　

昭
和
二
十
一
年
か
ら
二
十
三
年
ご

ろ
の
主
た
る
刀
剣
会
は
榮え

い
き
ゅ
う
か
い

久
會
で
あ

る
。
高
田
馬
場
の
諏
訪
町
に
あ
っ
た

服
部
家
の
邸
宅
を
会
場
に
し
て
、
約

四
十
名
の
刀
剣
商
が
参
集
し
て
い
た
。

　

こ
の
当
時
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
統
制
が
強

く
、
日
本
の
警
察
は
「
闇
物
資
」
を

取
り
締
ま
る
時
代
に
て
、
世
相
は
誠

に
厳
し
く
、
刀
剣
を
生
業
と
す
る

人
々
に
と
っ
て
は
「
暗
黒
」
の
時
代

で
あ
る
。

京
都
美
術
刀
剣
商
協
同
組
合
」
と
な

る
。新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で
あ
る
。

　

現
在
、
毎
月
二
十
日
に
市
場
が
開

か
れ
る｢

東
刀
会
」
は
、
こ
の
延
長

線
上
に
あ
る
。

　

掲
出
の
写
真
は
、
昭
和
二
十
五
年

の
秋
、｢

刀
剣
会
社
」
の
呼
び
か
け

に
応
じ
て
、
全
国
か
ら
伊
豆
山
の
旅

荘
「
中
田
屋
」
に
参
じ
た
刀
剣
商
の
、

戦
後
初
め
て
の
集
合
写
真
で
あ
る
。

�

（
齋
藤
隆
久
）

　

そ
の
後
、
時
代
が
落
ち
着
い
て
く

る
と
、榮
久
會
の
主
な
メ
ン
バ
ー
が
、

会
場
を
小
松
邦
芳
さ
ん
の
資
材
置
き

場
で
あ
っ
た
新
橋
四
丁
目
二
十
二
の

地
に
移
し
、「
刀
剣
会
社
」（
株
式
会
社

で
は
な
い
）
の
名
の
下
に
市
場
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
二
十
四

年
か
ら
二
十
六
年
の
約
三
年
間
で
あ

る
。

　

こ
の
組
織
は
、
昭
和
二
十
七
年
四

月
一
日
に
、警
視
庁
主
導
に
よ
り「
東

（１列目右から）齋藤忠重、令夫人ツルコ、関本満、令嬢ヨウ子、令夫人、齋藤一郎令夫人、（１人置いて）小松邦芳令
夫人、多田喜一

（２列目右から）寺峰德
いさお

、遠藤孫蔵、中宮峯二（敬堂）、小松邦芳、加島勲、林田等（蘇堂）、三木莊三郎

（３列目右から）槇田發
はつろう

郎、吉野力蔵、山本理一郎、福島（鳩巣堂）、山中巌、羽根田慶次郎、鈴木有
ゆう

賀
が

、松島敏男（礼志）、
齋藤光喜、秋元章吉（繁雄）、上久保元勝、大藪良辰、大藪（令弟）

（４列目右から）大西時治、槇田發郎令息、（１人置いて）中宮好郎、柴田光男、齋藤隆年（雅
まさとし

稔）、髙須富士男、令夫人、
平島直

ただし

、吉野辰雄、齋藤一郎、春田武一、小泉世至男 （敬称略）

せんぐう館と奉納舞台


